


文序

大阪府の南東部に位置する河内長野市は、豊かな自然に恵まれ、高野街道に

代表される和歌山や奈良へ向う街道の要衝として発展してきた街です。この為

市内には数多くの文化財が残されています。

このような河内長野市も大阪市内への通勤圏に位置しているため住宅都市と

して近年、開発の波が押し寄せて来ています。この開発がもたらす文化財や自

然に対する影響も大きいものがあります。特に、地下に眠る埋蔵文化財は開発

と直接に結び付く大きな問題です。このような状況の中で、遺跡に託されてい

る河内長野の先人達のメッセージである文化遺産を保護・保存し、更には未来

の市民へ伝えていく事は、現代に生きる私達の責務であります。河内長野市に

於いては、重要な課題である開発と文化財保護との調和のため、開発に先立ち

埋蔵文化財の発掘調査を実施し、その把握に努めています。   ・

本書は発掘調査の成果を収録しています。皆様が先人達のメッセージの一部

でもある文化財に対するご理解を深めていただくとともに、文化財の保護・保

存 。研究するための資料として活用していただければ幸いです。

これらの発掘調査に協力していただきました施主の方々の埋蔵文化財への深

いご理解に末尾ながら謝意を表すものです。

平成 8年 3月

河内長野市遺跡調査会

理事長 中 尾 謙 二
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1,本報告書は昭和62年度から平成 5年度に河内長野市遺跡調査会が下記の通り委託を受

けて実施した遺跡の調査報告書である。

ジョウノマエ遺跡 。1987年度尾崎遺跡 (大阪府)、 1993年度尾崎遺跡 (エ ッソ石油株式

会社)、 尾崎北遺跡 (奥野フサエ)、 菱子尻遺跡 (開発観光株式会社 )、 市町東遺跡 (河内

長野市)

2.本報告にかかる事務は調査会事務局長松垣孝康が主担した。

調査及び本書の執筆は、河内長野市教育委員会尾谷雅彦が鳥羽正剛、杉本 (中村)清美

(現大阪府教育委員会)の協力のもとに行った。編集は杉本祐子がこれを補佐した。尚、

本書の文責は尾谷が負うものである。

遺物の写真撮影は中西和子が行った。

5。 外業調査及び内業整理については下記の方々の参加を得た。 (敬称略)

池田武 。今西(杉山)和良・嘉悦真紀子・喜多順子・楠木理恵・久保八重子・古島亮介・

小谷陽子・小森光・佐々木恵里・重野真紀・甚日博美・鈴木 (明地)奈緒美・鈴木雅子・

高田加容子・ 田川富子・ 田中良明 。田村知子 。中尾智行・ 中田文・ 中野雅美・ 中村嘉

彦・林和宏 。坂東正法 。東田幸子 。東原美佳 。平井令子 。福島里浦・福永 (田中)美千

代・藤井美佐子・古井品子・古池陽子 。枡本裕子 。松尾和代・松村佳映 。三井義勝・

牟田日京子・山本有佳子 。結城 (阪本)桂子

発掘調査及び内業整理については下記の方々の協力、指導を得た。記して感謝する。

(敬称略)

粟田薫 (富田林市教育委員会)・ 奥野フサエ・堀江門也 (大阪府教育委員会)。 大阪府富

田林土木事務所 。エッソ石油株式会社 。開発観光株式会社・株式会社島田組

航空測量については写測エンジエアリング株式会社・株式会社エアロが実施 した。

本調査については、写真 。実測図等の記録及びカラースライ ドを作成した。また、出

土遺物については市教育委員会で保管し、一部は市立郷土資料館で展示している。広

く一般の方々に利用されることを希望する。
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例

1.本報告書に掲載されている標高はTPを基準としている。

2.土色については、新版標準土色帖1990年度版による。

3.平面測量基準は国家座標第Ⅵ系による5mメ ッシュを基に実施したものである。

4.図中の北は座標北である。

5.遺構実測図の縮尺率は、1/30・ 1/40・ 1/60・ 1/80・ 1/100・ 1/120・ 1/300と した。

6.本書の遺構名は下記の略記号をもちいた。

SB… …掘立柱建物   SD… …溝   SE… …井戸   SK… …土坑

SP… …ピット  SU― …集石遺構  NR… …自然流路  SX… …その他

7。 遺構番号は、各遺構ごとに既往の調査を合めて一連番号を記した。この為本書では番

号が途中からである。

8.遺物実測図の縮尺率は、土器1/4、 石器2/3を基準に各遺物の状況により、縮尺は変え

ている。

9.須恵器・瓦器・瓦質土器・陶磁器の断面は黒塗り、土師器・土師質土器・黒色土器の

断面は白抜きである。又、黒色土器の黒色部分にはスクリーントーンを付した。

10.瓦器班の形式分類は、尾上実氏の和泉型瓦器婉の編年に基づくものである。

■。遺物番号と写真図版の番号とは一致する。
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第 1章 は じ め に

第 1節 調査に至る経過

河内長野市は近年の著しい人口増加も一段落し、成熟した住宅都市としての様相を呈し

てきた。しかし、まだまだそれにともなう都市の基盤整備を進めなければならない。この

ような状況の中で、市は公共上下水道、アクセス道路、公園等の都市機能の整備、文化会

館などの文化施設の充実に努めている。

しかし、このような公共関係の整備も一般の開発と同じように埋蔵文化財を避けて通る

ことはできないものである。教育委員会と都市整備部局は、公共事業に関連する埋蔵文化

財の取り扱いについては計画段階からの保存協議を進め、文化財保護と開発の調整に力を

注いでいる。

第 2節 歴史的環境

和泉山脈、金剛山地に源を発する石川の各支流や西除川は狭小な河谷を形成しながら北

流する。河内長野市はこれら河川によって作られた谷や河岸段丘上に集落が発達している。

特に中心となる長野や三日市は谷日の集落として、また、各谷筋を通る街道の要衝として

発達してきたものである。

遺跡もまた、谷筋ごとに分布している。縄文時代の遺跡は最近増加しているが、石川本
.

流から天見川沿いに北から向野遺跡、喜多町遺跡、三日市遺跡、小塩遺跡の4遺跡があり、

後期を中心とする土器が出上している。また、石川本流には高向遺跡や宮山遺跡があり、

宮山遺跡からは中期後半の上器と共に竪穴住居も確認されている。さらに、三日市遺跡や

小塩遺跡からは早期の押型文土器が出上している。これらの遺跡以外に高木遺跡、寺ヶ池

遺跡、菱子尻遺跡からはサヌカイ ト片や石器が出土している。

弥生時代は石川左岸の塩谷遺跡や天見川右岸の三日市遺跡から中期の遺物が、大師山遺

跡からは後期の遺物が出土している。

古墳時代は天見川を見下ろす位置に前期の前方後円墳の大師山古墳、中期の三日市遺跡

の古墳群、後期の烏帽子形古墳が分布している。石川本流の向野町から寿町にかけては五

ノ木古墳、法師塚古墳、双子塚古墳などの古墳が分布していた。また、石川の左岸の上原

町には塚穴古墳が現存している。集落遺跡では前期から中期にかけては天見川沿いに三日

市遺跡があり、後期前半では同じく天見川沿いに喜多町遺跡、そして左岸の段丘上に近接

-1-
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番 号 文 化 財 名 称 種 類 時 代

1 長 野 神 社 遺 跡 社 寺 室 町

河 合 寺 社 寺

観 ′b 寺 社 寺 平 安 ～

大 師 山 吉 墳 古 墳 古墳 (前期 )

大 師 山 南 古 墳 古 墳 ? 古墳 (後期 )

大 師 山 遺 跡 集 落 弥生 (後期 )

興 禅 寺 社 寺

烏 帽 子 形 八 幡 神 社 社 寺 室 町

塚 穴 古 墳 吉 墳 古墳 (後期 )

長 池 窯 跡 群 生 産 平安～近世

小 山 日 1号 古 墓 墳 墓 奈 良

小 山 田 2号 古 墓 墳 墓 奈 良

延 命 寺 社 寺

金 岡U 寺 社 寺 平安～

日 野 観 音 寺 遺 跡 社 寺 中 世

地 蔵 寺 社 寺

(17) 岩 湧 寺 社 寺 平安～

■8 五 ノ 本 古 墳 古 墳 古 墳 (後期 )

高 向 遺 跡 集 落 旧 石 器 ～ 中 世

20 烏 帽 子 形 城 跡 城 館 中 世 ～ 近 世

喜 多 町 遺 跡 集 落 縄文～中世

22 烏 帽 子 形 古 墳 古 墳 古墳 (後期 )

23 末 広 窯 跡 生 産

24 塩 谷 遺 跡 散 布 地 縄文～中世

25 流 谷 八 幡 神 社 社 寺

26 蟹 井 淵 南 遺 跡 散布地 中 世

蟹 井 淵 北 遺 跡 散 布 地 中 世

28 天 見 駅 北 方 遺 跡 散布地 中 世

29 千 早 口 駅 南 遺 跡 散 布 地 中 世

30 岩 瀬 薬 師 寺 墳 墓 近 世

清 水 遺 跡 散 布 地 中 世

伝「 仲 哀 磨 」 古 墳 古墳 ?

(33) 堂 村 地 蔵 堂 跡 社 寺 近 世

34 滝 畑 埋 墓 墳 墓 近 世

中 村 阿 弥 陀 堂 跡 社 寺 近 世

(36) 東 の 村 観 音 堂 跡 社 寺 近 世

(37) 西 の 村 観 音 堂 跡 社 寺 近 世

38 清 水 阿 弥 陀 堂 跡 社 寺 近 世

39 滝 尻 弥 勒 堂 跡 社 寺 近 世

(40) 営 ノ 下 内 墓 墳 墓 古 墳

宮 山 古 墳 古墳 ? 古 墳

宮 山 遺 跡 散布地 縄文～中世

西 代 藩 陣 屋 跡 城 館 江 戸

散布地 飛鳥～奈 良

44 上 原 町 墓 地 墳 墓

惣 持 寺 跡 社 寺 鎌 倉

46 栗 山 遺 跡 祭 祀 中 世 ～ 近 世

47 寺 ケ 池 遺 跡 散布地 縄 文

48 上 原 遺 跡 散 布 地 中 世

住 吉 神 社 遺 跡 社 寺

50 高 向 神 社 遺 跡 社 寺 中 世

青 が 原 神 社 遺 跡 社 寺

膳所藩河州出張所跡 城 館 江 戸

双 子 塚 古 墳 跡 古 墳 古 墳

菱 子 尻 遺 跡 散 布 地 縄 文 ～ 中 世

河 合 寺 城 跡 城 館

三 日 市 遺 跡 集 落 旧 石 器 ～ 近 世

57 日 の 谷 城 跡 城 館 室 町

高 木 遺 跡 散布地 縄 文

59 汐 の 山 城 跡 城 館 中 世

60 峰 山 城 跡 城 館 中 世

稲 荷 山 城 跡 城 館 中 世

国 見 城 跡 城 館 中 世

旗 蔵 城 跡 城 館 中 世

番 号 文 化 財 名 称 種 類 時 代

64 権 現 城 跡 城 館 中 世

(65) 天 神 社 遺 跡 社 寺

(66) 葛 城 第 ■5経 塚 経 塚

67 加 賀 田 神 社 追 跡 社 寺 中 世

68 庚 申 堂 社 寺

69 石 仏 城 跡 城 館 中 世

70 佐 近 城 跡 城 館 中 世

旗 尾 城 跡 城 館 中 世

葛 城 第 16経 嫁 経 塚

再 城 第 18経 塚 経 塚

(74) 再 城 第 ■9経 塚 経 塚

(75) 笹 尾 塞 城 館 中 世

(76) 大 沢 塞 城 館 中 世

(77) 三 国 山 経 塚 経 塚

(78) 光 滝 寺 社 寺

猿 子 城 跡 城 館 中 世

80 蟹 井 淵 神 社 進 跡 社 寺

(81) 川 上 神 社 遺 跡 社 寺

千 代 田 神 社 遺 跡 社 寺

88 向 野 遺 跡 案落'生産 縄 文 ～ 室 町

84 古 野 町 遺 跡 散布地 中 世

85 上 原 北 遺 跡 散布地

86 大 日 寺 遺 跡 社 寺 秀 生 。中 世

87 高 向 南 遺 跡 散 布 地 鎌 倉

88 /」ヽ 塩 遺 跡 集 落 縄 文 ～ 奈 良

89 塩 遺 跡 集 落 古墳 (後期 )

90 尾 崎 遺 跡 集 落 古 墳 ～ 中 世

ジ ョウ ノ マ エ 遺 跡 城館 ? 中 世

仁 王 山 城 跡 城 館 中 世

タ コ ラ 城 跡 城 館 中 世

94 岩 立 城 跡 城 館 中 世

上 原 近 世 瓦 窯 生 産 近 世

96 市 町 東 遺 跡 散布地 弥 生 。中 世

97 上 田 町 窯 跡 生 産 近 世

98 尾 崎 北 遺 跡 散布地 古 墳

99 西 之 山 町 追 跡 集 落 中 世

100 野 間 里 遺 跡 集 落 平 安

η巳 尾 遺 跡 散 布 地 中 世

102 上 田 町 遺 跡 散 布 地 古 墳・ 中 世

103 上 原 中 進 跡 散布地 古墳・ 中世

104 /Jヽ 野 塚 墳 墓

(105) 葛 城 第 17経 塚 経 塚

106 薬 師 堂 跡 社 寺 中 世 ～

野 作 遺 跡 集 落 中 世

108 寺 死 遺 跡 集 落 奈 良・ 中 世

(109) 鳩 原 遺 跡 散布地 中 世

法 師 塚 古 墳 跡 古 墳

山 上 講 山 古 墳 跡 古 墳

112 西 浦 遺 跡 集 落 古墳・ 中世

地 福 寺 跡 社 寺 近 世

官 の 下 進 跡 集 落 平 安 ～ 中 世

栄 町 遺 跡 散布地 弥生・ 古墳

錦 町 遺 跡 散布地 中 世

(■17) 太 井 遺 跡 散 布 地 中 世

錦 町 北 遺 跡 社 寺 弥 生・ 中 世

市 町 西 遺 跡 散布地 縄文 。中世

120 栄 町 南 遺 跡 散 布 地 中 世

栄 町 東 遺 跡 散布地

122 楠 町 東 遺 跡 散布地

■23 汐 の 宮 町 南 遺 跡 散 布 地 奈 良

124 汐 の 官 町 遺 跡 散布地 中 世

125 神 ヶ 丘 近 世 墓 墳 墓 近 世

126 増 福 寺 社 寺 中 世

127 三 味 城 遺 跡 墳墓・城増 中世 。近世

第 1表 河内長野市遣跡地名表
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して小塩遺跡、加塩遺跡がある。

奈良時代になると、高向遺跡や喜多町遺跡、小塩遺跡から掘立柱建物や土坑が検出され

ている。また、本市と大阪狭山市との市境の小山田町からは 2基の火葬墓が発見されてい

る。

平安時代の遺跡は向野遺跡や天見川沿いの尾崎遺跡の10世紀の掘立柱建物や三日市遺跡

の■～12世紀の掘立柱建物、そして石川本流の野間里遺跡が確認されている。また市内に

ある観心寺や金剛寺などの寺院は平安時代末頃から伽藍が整い、多くの荘園を有していた。

中世になると交通路が整備され、各谷筋を通る高野街道や天野街道沿いに集落が分布し

ている。特に、西高野街道では北から菱子尻遺跡や古野町遺跡があり、東高野街道では向

野遺跡がある。西、東が一つとなって天見川沿いを南に伸びる高野街道では、合流付近の

長野神社遺跡や喜多町遺跡、更に南に三日市遺跡、尾崎遺跡、ジョウノマエ遺跡、清水遺

跡、千早日駅南遺跡 (寺院跡も含む)、 天見駅北方遺跡、蟹井淵北遺跡、蟹井淵南遺跡と続

く。これらは明らかに街道と共に発達 した遺跡である。集落跡以外では、同じように街道

を見下ろす尾根上には南北朝から戦国時代にかけての城塞が20数 ヵ所分布している。生産

遺跡としては、平安時代から中世にかけての炭焼窯と思われる窯跡が市内の山間部に分布

している。

近世になると近江膳所藩や河内西代藩の陣屋跡があり、さらに、確認数は少ないが在郷

瓦師の瓦窯跡も、地元の伝承通り確認されている。
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第 2章 調 査 の結 果

第 1節 ジョウノマエ遺跡 (」 NM88)

1 概略 (第 2・ 5図 )

当調査地は大阪府河内長野市加賀田地内、天見川による狭小な谷の出日、川の左岸の河

岸段丘上、標高140m付近に位置する。

昭和62年の 3月 に国道371号線バイパスエ事によって、古墳時代後期の上師器、須恵器

が若千出上し、尾崎北遺跡の存在が確認された。そして昭和63年に遺物確認地点より南側

の国道371号線のバイパスエ事延進に先立ち試掘調査を実施 した。その結果、遺物出土地

点から南100mに位置する尾崎地区と、更に南側のジョウノマエ地区から遺物及び遺構が

確認され尾崎遺跡、ジョウノマエ遺跡とそれぞれ命名された。

この発見により工事着手前に本調査を実施した。調査面積約950ば、実施期間昭和63年

4月 26日 ～ 5月 24日 である。

当調査地区は第 1調査区と第 2調査区の 2つの小調査区に区割りした。第 1調査区から

は建物 1棟、遺物を伴うピット3ヵ 所、第 2調査区からは建物 1棟、建物に付随すると思

われる溝 1条、その他の溝 9条、井戸 2ヵ 所、遺物を伴う土坑 3ヵ 所、遺物を伴うピット

2ヵ 所が検出された。

」NM 調査区位置図(1/5000)
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2 層序 (第 3・ 4図 )

調査地の北側及び北東側がすぐに段丘崖になるため、第 1調査区から第 2調査区の北端

に向かって標高を下げている。この為、層序は両調査区とも北側、北東側の層厚が厚い。

層順は基本的に耕土、床土、包合層となる灰オリーブ色シル トと灰色礫混じり粘土とな

る。第 2調査区では最近、盛上して耕上を再度置き、畑にしている。また、北側は谷状の

地形となるため、灰色シルト及び橙色粘土が層厚を厚くしながら堆積している。

下  】晒壁 鶴響   丁 北東壁
138 81Xlm

C

136700m
D

① 耕 土

② 盛 土

③ 床 上

④ 75Y6/2灰 オリープ色シルト
⑤ 75Y6/1灰 色礫混じり粘土

⑥ 旧耕土
④ 5Y 6/1灰色シルト
◎ 5Y 8/2灰自色シルト(地山、土器片を含む)
◎ 5YR 7/8笹 色粘土

」NM 第 2調査区西壁土層断面実測図(1/60)

第 3図  」NM 第 1調査区北西壁・北東壁土層断面実測図(1/60)

離
黙:華
第 4図
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3 遺構と遺物

(1)掘 立柱建物

[SBl](第 6・ 7図、図版 2・ 6)

第 1調査区の北東側から検出され、北東側は調査区外にの

びる。桁行 6間 (5,8m)× 梁行 2間 (2m)以上で桁行方向N

-59° 一Wの建物である。柱間は桁行0。 9m、 梁行 lm。 柱穴

の径0。 3m、 深さ0。 2mを測る。第 1調査区の柱穴は多数検出

されたが確実に復元できたのはこの 1棟だけである。

遺物は柱穴から、瓦器婉 (1)などが出土した。 第6図 JNM SBl廿巴館栃靱図

o                         2■ n

[SB2](第 8図 )

:◎
対 一Q―③― ①― ⑥― ○

|

|■,`  ||■ |:II■ |:|

第 7図  JNM SBl遺 構実測図(1/60)

Q

③

⑥

⑬― ④
136岬m

公 駅

め

第 8図  JNM

―- 9 -―

0      1m
中



第 2調査区の東側から検出され、北西側は削平されている。桁行 4間 (5。 3m)× 梁行 2

間(2.2m)以上で桁行方向N-59° 一Wの建物である。柱間は桁行1,2m、 梁行1.lm。 柱径

0,4m、 深さ0,4mを測る。

遺物は柱穴から瓦器、須恵質土器の細片などが出土した。

(2)溝

溝は第 2調査区で10条検出された。内4条から遺物が出土した。

ES D7]

第 2調査区の南側で、やや東に振りながら南北に12m検出された直行する溝である。南

側は調査区外にのびるが、北側は後世の耕作による削平のために消失している。最大幅

1.lm、 深さ0,2mを測る。

遺物は出上しなかったが、埋土の状況から近世の可能性が高い。

ES D8](第 9図、図版 6)

第 2調査区の東側で、やや東に振   ~l~~2

りながら南北に5m検出された不定   _3
形な溝である。北東側はS D10と 接

する。最大幅1,3m、 深さ0,lmを測

∠三三 三王 ΞΞ :85

0                   10Crn

る。

遺物は瓦器皿 (4)、 土師質土釜の

細片などが出土した。

ES D9](第 9。 10図、図版 6)

SB2の 東側、 S D10の 0.5m東

側で検出された。検出長は南北に

3.lmで南西側は S D10と重複する。

溝の北東端で遺物が出土した。埋土

は上層が黄褐色シル ト混じりの中砂、

下層は褐色細砂である。最大幅0.7

m、 深さは0.15mを測る。

遺物は土師質皿 (2)、 瓦器塊 (6)

などが出上した。

[S D10](第 9・ 10図、図版 4・ 6)

SB2の 東側と南側を走る溝で、

SB2に 付属すると考えられる。こ

の為、平面形はL字形を呈する。検

出長は南北に4m、 東西に15mを測 第 9図  JNM SD8～ 10出土遺物実測図

-10-



る。西端の延長は確認されなかった。埋土は黄褐色系のシル ト混じり中砂～粗砂が主体で

ある。最大幅1.Om、 深さ0。 2mを測る。

遺物は土師質合付杯 (5)、 紀州系の上師質土釜 (11)、 瓦器皿 (3)、 瓦器婉 (7～10)な ど

が出土した。

ES D■](第 10図 )

第 2調査区の東側で、 S D10の南側に位置する検出長 4mの不定形な溝である。埋土は

上層が灰黄褐色シル ト、下層はにぶい黄褐色中砂～粗砂である。最大幅1.2m、 深さ0.08

mを測る。

遺物は瓦器、上師質土器の細片などが出上した。

ESI)12]

第 2調査区の西側で、 SD■の西側 9mに位置する。 S D13と 平行して北に振りながら

東西に7,5m検出された直行する溝である。西側は調査区外にのびる。最大幅0.4m、 深さ

0。 lmを測る。

遺物は出上しなかった。

ES D13](第 10図 )

第 2調査区の西側で、 S D12の北側 2mに位置する。 S D12と 平行して北に振りながら

東西に■m検出された直行する溝である。西側は調査区外にのびる。埋土は上層がにぶい

黄橙色礫混じリシル ト、下層はにぶい黄橙色シル トである。最大幅0,5m、 深さ0,26mを

測る。

遺物は出土しなかった。

[S D14]

第 2調査区の西側で、 S D13の北側 4mに位置する。 S D15・ 16と平行して東西に12.5

m検出された直行する溝である。西側は調査区外にのびる。最大幅0。 5m、 深さ0.lmを測

る。

遺物は出上しなかった。

[S D15]

第 2調査区の西側で、 S D14の北側1.5mに位置する。 S D14・ 16と平行 して東西に6.5

SD13
136 11Xlm

N     S的一Ｓ

SDll

〒中一ＥＴ的一Ｅ
助

Ｔ

③

①

⑤

⑥

①

① 10YR 5/6黄褐色ンルト混じり中砂と地山のブロック上

② 10YR 4/4褐色細砂

o                         2m

10YR 5/2灰黄褐色シル ト混じり中砂～粗砂

10YR 5/3に ぶい黄褐色中砂～粗砂

10YR 6/2灰黄褐色シル ト

10YR 6/3にぶい黄橙色礫混じリシル ト

10YR 4/3にぶい黄褐色ンル ト

第10図  」NM SD9～ 11・ 13遺構断面実測図(1/40)
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m検出された直行する溝である。

遺物は出上 しなかった。

[S D16]

第 2調査区の西側で、 S D15の北

側1.5mに位置する。 S D14015と

平行し東西に■m検出された直行す

る溝である。西側は調査区外にのび

る。最大幅0,6m、 深さ0.lmを測る。

遺物は出土しなかった。

(3)井 戸

井戸は 2基だけである。

[SE2]

第 2調査区のSD7の 北西0.5m

に位置する。平面形が円形を呈する、

川原石を積み上げた石積井戸である。

井戸の規模は内径1.Om、 深さ1.Om、

掘方径1,7mを測る。

遺物は出上しなかった。

[SE3](第 ■・ 12図、

第 2調査区のSB2

の北側 5mに位置する。

平面形が不整円形を呈

する、 2段の素掘り井

戸である。規模は長径

3.5m、 短径3.4m、 深

さ2mを測る。上端か

らlmで径0。 9mの 円

形堀方となる。埋土は

灰白色粘土と玉石が混

じっている。

図版 4・ 7)

~12

西側は調査区外にのびる。最大幅1.4m、 深さ0。 3mを測る。

第11図  JNM SE3遺 構実測図(1/60)

的一ａ

0         10cm

遺物は井戸内部から

土師質皿 (12)、 土師質

土釜 (13・ 14)、 須恵質

甕底部(15)な どが出上した。 第12図  」NM SE3出 土遺物実測図

-12-



(4)土 坑

ESK3](第 14図、図版 5)

第 2調査区のSB2の 桁行中央に位置し、 SB2の 柱穴に

切られている。平面形は隅丸方形を呈する。埋土には炭化物

が挟在 し、一部焼土も混じっている。主軸方向はN-73° 一

Wを示す。規模は長軸1.6m、 短軸0。 9m、 深さ0.3mを測る。

遺物は須恵質土器の細片などが出上した。

[SK4](第 13図、図版 5・ 7)

第 2調査区のSB2の 西北側約 5mに位置する。平面形は

不定形な楕円形を呈する。主軸方向はN-58° 一Wを示す。

規模は長径 lm、 短径0。 6m、 深さ0。 4mを測る。

遺物は瓦器皿 (16)が出上した。

ESK5](第 13図、図版 7)

a 輛すａ

第 2調査区のSK4の西側約 lmに位

置する。平面形は楕円形を呈する。主軸

方向はN-24° 一Wを示す。規模は長径

0.6m、 短径0,5m、 深さ0。 2mを測る。

遺物は瓦器皿(17)が出上した。

くて三三三三三三王三二こここ岳′

`6

~7

10cm

第13図  JNM SK4・ 5
出土遺物実測図

10YR 6/3にぶい黄橙色ンル トと地山の

プロック土 (炭化物を含む)

10YR 4/6褐色粘上 (炭化物を含む)

lllYR 5//4にぶい黄褐色粘土混じり中砂

(炭化物を含む)

lm

第14図  JNM SK3
遺構実測図(1'30)

①

　

②

①

(5)遺 物出土ピット

ES P2](第 15図、図版 7)

第 1調査区のSBlの南側約 5mに位置する。平面形は円形を呈する。規模は径0.2m、

深さ0,lmを測る。

遺物は瓦器婉 (23)が出土した。

ES P3](第 15図、図版 7)

第 1調査区のSBlの南側約 2mに位置する。平面形は円形を呈する。規模は径0,3m、

深さ0,lmを測る。

遺物は瓦器婉 (24)が出土した。

[SP4)(第15図、図版 7)

第 1調査区の SP3の 東側約 4mに位置する。平面形は楕円形を呈する。規模は長径

ヤ 18ψ 肌

第15図  JNM

くこ垂茎≡≡ツ
タ
19

鷲
5

SP2～ 6出土遺物実測図

―- 13 -―



0.5m、 短径0.4m、 深さ0.lmを測る。

遺物は土師質皿 (18)が出上した。

[SP5](第 15図、図版 7)

第 2調査区の S D10の東西に走る溝の中央南側に位置する。平面形は楕円形を呈する。

規模は長径0.4m、 短径0.3m、 深さ0.lmを測る。

遺物は土師質土釜 (25)が出上した。

[SP6](第 15図、図版 7)

第 2調査区のSK4の 西側約 lmに位置する。平面形は円形を呈する。規模は径0。 3m、

深さ0.2mを測る。

遺物は土師質皿 (19～22)が出土した。

(6)包 合層 (第 16図、図版 8)

26

◆

く〔三目三ΞΞ:[ΞΞΞΞZン429

氏Ξ三≡≡≡堅≡≡三二
=ク 0

)                     4crn

ヤ 31

く
更三Ξ::正
三
子

~「

こ::ラ
ン
そ2

焦
38

36

第16図  JNM 包含層出土遺物実測図

ー
34
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包合層からは縄文時代と思われるサヌカイ ト製の石鏃 (26)及びサヌカイ トの制片 (27・

28)が出上した。他に土師質土器として皿 (29～33)と土釜 (36)が ある。(33)には底部に糸

切り痕が残り、(36)は紀州系である。 (35)は瓦器婉、(37)は瓦質甕日縁部である。(380

39)は須恵質の練鉢で、(34)は青磁碗底部である。

4 まとめ

遺構については、出土する瓦器坑が尾上編年のⅢ-2を中心とするもので13世紀の前半

を中心とする時期である。また、地理的には前面が段丘崖となるような小丘陵の突端部で

限られた範囲の中に遺構が存在する。このことは一般的な居住域とは考えられず、小学名

や地区の伝承から城砦と関係をもつ可能性も考えられる。

参考文献

『三日市遺跡調査報告書 I』

『三日市遺跡調査報告書 H』

『石仏遺跡発掘調査概要』

三日市遺跡調査会 1988年

三日市遺跡調査会 1988年

大阪府教育委員会 1982年
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第 2節 尾崎遺跡(O S K87)

1 概略 (第 17・ 18図 )

調査地は大阪府河内長野市加賀

田地内、天見川左岸の河岸段丘上、

標高135m付近に位置する。

調査は国道371号線バイパスエ

事に伴うもので調査面積約950ば、

実施期間は昭和62年 12月 2日 ～12

月25日 である。

遺構は建物 4棟、井戸 lヵ 所、

溝 5条、炭化物や遺物を伴う土坑

4ヵ 所、遺物を伴うピットlヵ 所

が検出された。

＝

ｄ

卜

上

―

第17図 OSK 調査区位置図(1/5000)

0                     10m

第18図 OSK 遺構配置図(1/300)

-16-



2 層序 (第 19図 )

層序は上層から耕土 (約0.2m)、 床土 (約0.lm)、 褐色系の包含層 (約0.2m)、 地山となっ

ており、一部包合層が削平されている部分もあった。

135 2Xlm

B

⑥より①が少ない層
25Y 5/6黄褐色細砂混じり粘土
①と炭、焼上のプロック土

7 5YR 4/6褐色粘土

25Y 6/1黄灰色粘土混じり粗砂(炭化物を含む)
炭 層
⑬と地山のプロック上

第19図 OSK 西壁土層断面実測図(1/60)

3 遺構と遺物

(1)掘立柱建物

ESB l](第 20。 21図、図版 9。 13)

調査区の南東で検出された。桁行 9間 (21.3m)× 梁行 2間 (4.8m)の両庇で桁行方向は

N-24C― Wを示す建物である。柱間は桁行 7尺 (2.lm)、 梁行 8尺 (2.4m)に計測できる。

桁行の北から3間 目の中央に柱穴を有し、桁行の両側に幅2,4mの庇を有する。柱穴は確

認されず掘方のみで平均径0。 5m、 深さ0,4mを測る。

遺物は柱穴から須恵器の杯身(2)、 黒色土器A類の婉(1)が出上した。

0          1∝ m

① 耕 土
② 床 土

⑥ 1047/1灰 白色粗砂混じリシルト
① 25Y5/6黄褐色礫混じり粘土
⑤ 10YR 5/1黄褐色細砂混じり粘土

③ ③と25Y5/6黄褐色粘土のプロック上
① lllYR S/2灰 黄褐色礫混じり粘土

第20図  OSK SBl・

⑥

◎

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭
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置
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XHCXlgレ cr
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第21図  OSK SBl遺 構断面実測図(1/120)
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ES B2](第 22図、図版10)

SBlの 西側 8mに位置

する。桁行 2間 (2.2m)×

梁行 2間 (2.2m)の建物で

ある。北西側柱列には間に

柱がある。桁行方向はN―

50° 一Wを示す。柱穴は平

均径0.3m、 深さ0。 lmを測

る。

遺物は出上しなかった。

ES B3](第 20・ 23図 、

図版10・ 13)

SB2の北東側に並ぶよ

うに位置する。桁行 2間

(2.7m)× 梁行 2間 (2.2m)

の建物である。柱列中央の

柱穴の位置は一定していな

い。桁行方向はN-40° 一

Eを示す。柱穴は平均径0.

3m、 深さ0,2mを測る。

遺物は柱穴から、瓦器婉

(3～ 5)、 上師質皿の細片

が出土した。

[SB4](第И図、図版Ю)

SB2の北西側に並ぶよ

うに検出され、北西側の梁

行はOSK93-1に 広が

る。桁行 2間 (5,4m)× 梁

行 1間 (3.8m)の 建物であ

る。北東側の梁行 1間は庇

のようである。桁行方向は

N-50° 一Wを示す。柱穴

は掘方だけで平均径0.4m、

深さ0。 2mを測る。

遺物は出上しなかった。

報離韓 ― 牌
m

第22図 OSK SB2遺構実測図(1/60)

IIIIXlと

'91

第23図 OSK SB3遺 構実測図(1/60)

Ｐ

ｌ

③0______
】
無

笙

ｇ

0      1m
中
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第24図 OSK SB4遺 構実測図(1/60)

(2)溝

溝は 5条検出された。

[SDl]

調査区の南端で検出された。平面形はL字形を呈する。検出長3.5mで北東 3mで北西

に直角に屈曲する。埋土は灰白色礫混じリシル トの一層である。最大幅0.3m、 深さ0,lm

を測る。

遺物は出上しなかった。

[SD2](図 版10)

調査区南側で検出された。溝は西に振りながら南北に走る。埋土は灰白色礫混じリシル

トの一層である。検出長 9m、 最大幅 lm、 深さ0.2mを測る。

4遺構実測図(1/60)

-20-



遺物は出上しなかった。

ESD3]

SXlの 北側で重複 し、 SB4と 同一方向に走る溝である。埋土は上層から褐色礫混じ

リシル ト、にぶい黄橙色礫混じリシル ト、にぶい黄橙色礫混じり細砂の順に堆積している。

検出長2.5m、 最大幅0.8m、 深さ0。 2mを測る。

遺物は出上しなかった。

ESD4](第 25図、図版13)

SXlの 北側 lmで検出された。溝は直行しながら調査区外に

のびる。埋土は灰黄色礫混 じリシル トの一層である。検出長2.5

m、 最大幅0。 9m、 深さ0.2mを測る。

遺物は土師質皿 (6)、 瓦器婉 (7)な どが出上した。

[SD5]

調査区北側で検出された。溝は西に振りながら直行し、調査区外にのびる。埋土は灰白

色礫混じリシル トの一層である。検出長 7m、 最大幅0,7m、 深さ0.lmを測る。

遺物は出上しなかった。

(3)井 戸

ESE l](第 26・ 27図、図版■・ 13・ 14)

SKlの北側 2mに位置する。平面形が不整円形を呈する、 2段の素掘り井戸である。

反こぎご耳

~こ

多ク 8

〔`こΞΞこΞT~EΞΞ≧ン′9
a

0          11jcm

第27図 OSK

-21-

~~76

0         1髄 m

第25図  OSK SD4
出土遺物実測図

0

第26図 OSK SEl遺 構実測図(1/30) SEl出土遺物実測図



埋土は上層が明褐色系の粘土混じリシル ト、下層は褐色粘土混じり細砂層である。規模は

長径2.8m、 短径2.3m、 深さ2.2m、 中段での径0,9mを測る。

遺物は井戸内部から土師質皿(8・ 9)、 土師質甕 (11)、 瓦器功 (10)、 瓦質土釜 (12)、 須

恵質練鉢 (13)、 軒丸瓦(14)の他に甕の体部片、自然木、漆器の漆膜が出土した。

(4)土 坑

[SKl](第 28図、図版■)

調査区の南西端、 SElの 南側 2mに

位置する。平面形は不整形を呈する。主

軸方向はN-75° 一Wを示す。規模は長

軸2.5m、 短軸0,7m、 深さ0.lmを測る。

遺物は瓦器、土師質土器の細片が出土

した。

① 75Y6/1灰色礫混じリンルト
② 25Y7/2灰黄色礫混じリシルト
① 10YR 8/8黄橙色礫混じリンルト

① 10YR 4/1褐灰色細礫混じリシルト(炭・焼上を若千含む)

0                        2m

第28図  OSK SKl遺 構断面実測図(1/40)

第29図  OSK SK2遺 構実測図(1/30)

卜、

際混じリシルト b b′

134 61Xlm

E

ノヽ
　
　
　
　
　
　
　
一―
―
≡
≡
≡
■
■
■
●
ぃ　
　
　
　
　
①

２Ｅ

　

の

平

す

混

る

一

■

０
．

25Y6/1黄 灰色細
礫混 じリシル ト

遺物は瓦器、土師質土

器の細片が出土した。

[SK3](図 版12)

0           50cm

中

SB3の 北側 3mで検出された。平面形は楕円形を

呈する。埋土中に炭が混じり、底面は焼成を受けてい

る。規模は長径0,9m、 短径0。 7m、 深さ0.lmを測る。

遺物は出土しなかった。

ESK4](第 30図 )

SK3の 北側 6mで検出された。平面形は円形を呈

する。埋土は灰色礫混じリシル トの一層である。規模

は径0,7m、 深さ0.05mを測る。上部は削平され、底

面は薄く炭が残存し、約 l caの厚さの粘土が張り付け

留
m

第30図  OSK SK4遺構実測図(1/30)
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られ焼土となっていた。

遺物は出上しなかった。

(5)遺 物出土ピット

[SPl](第 31032図、図版13・ 14)

＼

径手二I亀屋盈11じ徐】Fれ
た。規模は

遺物は埋土上層より、土師質皿 (15)が出

上 した。

出土遺物実測図 遺構実測図(1イ 30)

(6)そ の他

ESXl](第 33・ 34図、図版10014)

調査区の西側で検出された。平面形はL字形を呈する。検出長■mで北東側最大幅5,0

m、 北西側最小幅2,Omで調査区外へのびる。埋土は褐灰色細礫混じリシル トで炭、焼土

を合んでいる。深さは0.2mを測る。

0               10Cm      0         5Clcm

―
第31図 OSK SPl   第32図 OSK SPl

① WR Vl褐灰色際混じリンフレ朴と焼比 のプロッチ
②こびrR 7κ 明黄褐色ンルト

③ 5YR 6/2灰褐色礫混じリンルト

④③と炭のブロック上

⑤ lびFR 4/1褐 灰色細礫混じリンルト(炭・焼と、考干含む)
134900m

b′

第33図 OSK SXl遺 構実測図

⑪

③

③

が⑤鼈 Q

―- 23 -―



く≡≡∃三≡ラ
ク
16

~7

氏こ三三三三三三正三三三三三≧ジ
48

くくこIIIΞΞl二ΞΞΞΞZテタ
9

く【【Ξ::::子:::::'多夕20

くこ≡≡剰
「
二戸〕
″
21

＼ |ぺ』
~/25

~ヽ
野

0         1髄 m

≦≡茅
~ヽ

%

z⊆

i;三

三三二三三三三三三三三三三三三三三三三三三Ξ三

i========================〒 ィ子

Cゝ

28

第34図 OSK SXl出 土遺物実測図

遺物は、土師質皿 (16～20)、 紀州糸の上師質土釜 (28)、 瓦器皿 (21)、 瓦器婉 (22～ 24)、

瓦質土釜 (26・ 27)、 瓦質甕片 (29)、 青磁碗(25)などが出土した。

(7)包 合層 (第35図、図版14・ 15)

出土遺物はすべて中世土器である。土師質では皿 (30～38)があり、うち(30～36)は 日径

8 cn程度の小皿である。また(39)は高合付杯、 (40)は婉の高合部分である。瓦器婉は (41

～48)で (41・ 47・ 48)は高合を有するものである。瓦質土器では(52)が上釜、(56)は播鉢、

(57・ 58)は甕、(59)は火舎の可能性がある。須恵質では(53～55)が練鉢である。他に青磁

碗 (49・ 50)、 玉縁の白磁碗 (51)が出土した。

4 まとめ

検出されたSBlは、出土土器から平安時代後期の 9間 2面の大型の掘立柱建物である。

当遺跡の立地と規模からその性格が問題となる。

また、他の遺構は出土遺物から中世である。出土した瓦器婉は尾上編年Ⅳ-3で14世紀

中葉と思われる。

-24-
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第35図 OSK 包含層出土遺物実測図
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第 3節 尾崎遺跡(O S K93-1)

1 概略 (第36・ 37図 )

大阪府の東南端の和歌山県との境、紀見峠付近に源を発する

石川の支流天見川が、狭小な河谷を刻みながら北流する。この

天見川による谷の出日、川の左岸の河岸段丘上、標高135m付

近に位置する。

国道371号バイパスの開通により尾崎遺跡でガソリンスタン

ド建設が計画され、事前調査を行うことになった。調査面積は

約750ぱ、実施期間は平成 5年 4月 1日 ～ 4月 21日 である。

当調査地区は南東側で既調査のO S K87と 接しており、遺構

F

OSK93‐ 1

0                                               20m

第37図 OSK 遺構配置図(1/300)

第36図 OSK 調査区
位置図(V5000)
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には共通するものもある。遺構は南東側の水田下から検出されたO S K87と 接するSB4、

SD3・ 6～ 8、 SE2、 SK5～ 9の一群と北側の水田下で検出された溝を中心とする

一群とに分けられる。 2つの遺構群は方位等も異なるようである。

2 層序(第38図 )

調査区のもとの地形は北に標高を下げる2枚の水田であった。このことから遺構面の標

高も北に向かって高度を下げている。層序は水田の北側が厚く、包合層 (にぶい黄色礫混

じり粘土・褐色粗砂混じり粘土)も北側で残存していた。
135 3tXlm

A                                                         B

135 31Xlm

1348∽ m
C

134 81Xlm

D

帥一Ｅ

133800m

F

的一ｒ　（（‐『や一「）

① 耕 土
② 10YR 7/1灰白色礫混じり細砂
① 床 土
④ 10YR 4/3にぶい黄褐色礫混じり細砂
0 25YR6/1黄灰色礫混じり粘土
① 10YR 5/4にムミぃ黄褐色細砂
① 25Y 5/1黄灰色粘土
⑥ 10YR 5/4にぶい黄褐色礫混じり細砂

① 10YR 5/6黄褐色礫混じり細砂
⑩ 10YR 7/3にぶい黄糧色礫混じり細砂
⑪ 10YR 6/4にぶい黄橙色礫混じり粘土

⑫ 10YR 7/6明黄褐色礫混じり粘土

⑩ 25Y6/3に ぶい黄色礫混じり粘土
⑭ 10YR 7/1灰白色細砂
⑮ 25Y6/3に ぶい黄色細砂

⑬ 25Y5/4黄褐色礫混じり細砂
⑫ 25Y7/2灰 黄色礫混じり粗砂
⑬ 25Y4/6オ リーブ褐色礫混じり粗砂
0 25Y7/6明 黄褐色礫混じり粗砂
① 10YR 4/6褐色粗砂混じり粘土

⑪ 25Y5/8黄褐色礫混じり粗砂
② 25Y4/4オ リーブ褐色礫混じり細砂

4m

第38図 OSK 西壁土層断面実測図(1/80)
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で、北端はSE2に合流する。埋土は上層から褐色礫混じリシルト、

にぶい黄橙色礫混じリシルト、にぶい黄橙色礫混じり細砂の順に堆

積している。検出長3.Om、 最大幅0,8m、 深さ0。 2mを測る。

遺物は土師質皿(60)な どが出上した。

3 遺構と遺物

(1)掘 立柱建物

[SB4](第 24図 )

調査区の南側で北西側の梁行が検出され、建物の大部分はO S K87に広がる。桁行 2間

(5,4m)× 梁行 1間 (3.8m)の建物である。北東側の桁行 1間は庇のようである。桁行方向

N-50° 一W。 柱穴は掘方だけで平均径0.4m、 深さ0.2mを測る。

遺物は出上しなかった。

(2)溝

[SD3](第 39図、図版17。 18)

調査区の南東側で検出され、O S K87でも検出されている。 SB4と 同一方向に走る溝

培
0          1∝ m

第39図 OSK SD3
出土遺物実測図

ES D6](図版17)

調査区の南東側で検出され、SD3の 北側約 6mに平行して約 5m検出された。北西端

はSD7と 直角に交わる。埋土は浅黄色礫混じり細砂の一層である。最大幅0.5m、 深さ

0。 lmを測る。

実測可能な遺物は出土しなかった。

ES D7](図版17)

調査区の東側で検出され、SD6と ほぼ直角に交わる。約 6mにわたって検出され、西

南端はSK9に 至っている。埋土は浅黄色礫混 じり細砂の一層である。最大幅0.6m、 深

さ0,lmを測る。

実測可能な遺物は出土しなかった。

ES D8]

調査区の南西側で検出され、SE2の 北西側約 7mに位置する。溝は北東に振り、検出

長は約 6mで南西側の調査区外に延びる。埋土はにぶい黄褐色礫混じり細砂の一層である。

最大幅0.4m、 深さ0,lmを測る。

実測可能な遺物は出土しなかった。

[SD9]

調査区の南西側で検出され、SD8の 北西側約 2mに位置する。検出長は約 4mでほぼ

東西に走るが 3°程度南に振っている。埋土はにぶい黄褐色礫混じり細砂の一層である。

最大幅0,2m、 深さ0。 lmを測る。

実測可能な遺物は出土しなかった。

-28-



[S D10]

調査区の中央で検出され、 SD9の 北側約 6mを東西に平行に走る。検出長は約19mで

ある。西端は調査区外にのびる。埋土はにぶい黄褐色礫混 じり微砂の一層である。最大幅

0。 4m、 深さ0.lmを測る。

実測可能な遺物は出上しなかった。

[SI)11]

調査区の中央で検出され、 S D10の 北側の約 3mを東西に平行に走る。検出長は約26m

である。埋土は明黄褐色礫混じり粘上の一層である。最大幅1,3m、 深さ0。 lmを測る。

実測可能な遺物は出上しなかった。

[S D12]

調査区の中央で検出され、 SD■の北側に接するように東西に平行に走る。検出長は約

10mである。埋土は明黄褐色礫混じり粘上の一層である。最大幅0.3m、 深さ0。 lmを測る。

実測可能な遺物は出上しなかった。

ES D13]

調査区の中央で検出され、 S D12の 北側約 lmを東西に平行に走る。検出長は約25mで

ある。埋土は明黄褐色礫混じり粘上の一層である。最大幅0,9m、 深さ0,2mを測る。

実測可能な遺物は出上しなかった。

[S D14]

調査区の北側で検出され、 S D13の北側約 7mに位置する。溝は平面形がL字形を呈し、

東側調査区外から西に18m走ったのち、北に屈曲し10m走る。 S D17、 S D18と一部重複

する。検出長は約28mである。埋土はにぶい黄褐色礫細砂の一層である。最大幅0.9m、

深さ0.lmを測る。

実測可能な遺物は出上しなかった。

[S D15]

調査区の北側で検出され、 S D14の北側約 lmに位置する。溝は平面形がL字形を呈し、

東西に8m走ったのち北に屈曲し3m走る。検出長は約■mである。埋土はにぶい黄褐色

礫混じり細砂の一層である。最大幅0.4m、 深さ0.lmを測る。

実測可能な遺物は出上しなかった。

[S D16]

調査区の北側で検出され、 S D15の北側約 lmに位置する。溝は東側調査区外から西に

15m走 ったのち、北西に lm屈曲し走る。検出長は約16mである。埋土はにぶい明黄褐色

礫混じり細砂の一層である。最大幅1.Om、 深さ0,lmを測る。

実測可能な遺物は出上しなかった。

[S]D17]

調査区の北西側で検出され、 S D14、 S D18と重複する。溝は東西に9m走ったのち、
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北に屈曲し4m走る。検出長は約13mである。埋土はにぶい黄褐色礫混じり細砂の一層で

ある。最大幅0。 7m、 深さ0。 lmを測る。

実測可能な遺物は出上しなかった。

[S D18]

調査区の北側で検出され、 S D14、 S D17と 重複する。溝は西側調査区外から東に18m

走る溝と東側調査区外から北西方向に14m走る溝が重複 したものであるが前後関係は不明

である。埋土はオリーブ褐色粗砂とにぶい黄褐色礫混じり細砂である。最大幅1.5m、 深

さ0,2mを測る。

実測可能な遺物は出土しなかった。

[S D19](第40図、図版18)

調査区の北東側で検出され、 S D18の北側約 4mに位置する。溝

は北側調査区外から南東方向に4m走る。埋土はにぶい黄褐色礫混 。

委
学

第40図  OSK S D19
蜘

(3)井戸

[SE2](第41図、図版17・ 18)

調査区の南東側で検出され、SB4の北西側 2mに位置する。平面形は長楕円形を呈す

る、素掘りの井戸である。規模は長径3.Om、 短径1.9m、 深さ2.5mを測る。

遺物は瓦器婉(62～64)、 瓦質皿 (65)、 土師質皿(66)、 須恵質片日練鉢 (67)が出上した。

くくここここ:][:二三:i″'65 Ч 呟

0           1∝ m

第41図  OSK SE2出 土遺物実測図

(4)上 坑

[SK5](第 42図、図版18)

調査区の南側、 SB4の 北西側梁行に接して検出された。平面形は不定形な長楕円形を

呈する。埋土は褐色礫混じり細砂で炭化物を含んでいる。規模は長径0,7m、 短径0。 3m、

じり粘土である。最大幅1.Om、 深さ0.lmを測る。

遺物は瓦器婉底部 (61)が 出上した。
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第42図  OSK SK5出 土遺物実測図

深さ0,lmを測る。

遺物は土師質皿 (68・ 69)、 須恵質練鉢 (70～ 72)・ 片日練鉢 (73)が 出上 した。

ESK6]

調査区の南側、SK5の 北側 4mに位置する。平面形は長楕円形を呈する。埋土は浅黄

色礫混じリシル トの一層である。主軸方向はN-4° 一Wを示す。規模は長径1.7m、 短径

0.6m、 深さ0。 3mを測る。

実測可能な遺物は出上しなかった。

[SK7](図 版17)

調査区の南東端、SD6の 南側 lmに位置する。平面形は楕円形を呈する。埋土は浅黄

色礫混 じり細砂の一層である。主軸方向はN-21° 一Wを示す。規模は長径1.5m、 短径

1,Om、 深さ0.3mを測る。

実測可能な遺物は出上しなかった。

[SK8]

調査区の南東端、SD6の 北側 lmに位置する。平面形は不整形を呈する。埋土は浅黄

色礫混 じり細砂の一層である。主軸方向はN-60° 一Wを示す。規模は長軸0。 9m、 短軸

0.8m、 深さ0,3mを測る。

実測可能な遺物は出上しなかった。

[SK9](図 版17)

調査区の南東端、SD7の 南西端に位置する。平面形は不定形な精円形を呈する。埋土

は浅黄色礫混じり細砂の一層である。主軸方向はN-50° 一Eを示す。規模は長径1.5m、

短径1,Om、 深さ0,lmを測る。

実測可能な遺物は出土しなかった。

(5)包 合層 (第43図、図版18)

包合層からは中世土器を中心に出土した。土師質皿 (74～79)はいずれも日縁部は底部か

ら短く外傾する。瓦器婉 (80～83)は (81)を除き暗文を有するものである。 (84)は須恵質の
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~74

~5

W6

W7

W8

- 79

練鉢である。

第43図 OSK 包含層出土遺物実測図

4 まとめ

調査の結果、SD8か ら南東側の遺構群から出土する瓦器婉は尾上編年Ⅳ-3～ 5に該

当する14世紀後半を中心とするものである。しかしSD9以降の溝群は方位を果にし、少

ない出上の瓦器婉からではあるが、SD8か ら南東側の遺構群とは時期も異にし、やや遡

るようである。
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第 4節 尾崎北遺跡(O S N93-1)
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第44図  OSN

l 概略 (第44・ 45図 )

調査地は天見川による谷の出日、川の左

岸の河岸段丘上、標高120m付近に位置す

る。

調査は国道371号線バイパスエ事によっ

て発見された尾崎遺跡の近くで倉庫建築が

計画されたことに伴って実施された。調査

面積85ば、実施期間は平成 5年 7月 26日～

8月 13日 である。

2 層序 (第46図 )

当調査区は東に振った南北に細長いもの

で、南西端 5m付近から北東端に向かって

標高を下げ、北東端近くで更に谷状を呈す

る。

この為、層厚は北東端に向かって厚くなっ

ている。埋土は河川堆積の極細砂とシル ト

の互層を成し、包合層は礫混じリシル トで

ある。

勢
常

調査区位置図(1/5000)

第45図 OSN 遣構配置図(1/200)

＼ ヾ
‖い`

ミ

駕
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121 mm
B

121 51Xlm

E
10YR 4/2灰黄褐色微砂    ④
25Y72灰黄色微砂     ①
床 土            ③
25Y5/4黄 褐色礫混じリシルト
25Y4/1黄 褐色ンルト
2.5Y5/4黄 褐色礫混じリシルト

第46図  OSN 北西壁・北東壁上層断面実測図(1/60)

3 遺構と遺物

(1)溝

[SDl](第 47・ 幻図、図版19・ 20)

調査区の南側で検出された調査区を横断する溝である。検出幅が4.Omと広く、ィ深さは

0,4mを測った。埋土は明黄褐色シル トと褐灰色シル トからなる。溝の北側肩部付近から

土師器の高杯や密が出上した。尚、この溝より南側からは遺構は確認されなかった為、遺

跡を画する溝の可能性がある。

遺物は土師器の高杯(4)・ 杯部(1)・ 脚部(2・ 3)・ 甕日縁部 (5～ 7)、 須恵器の杯蓋

(8)、 更に製塩土器脚部 (9)が出上した。

ES D 2](第 48。 増図、図版21)

調査区の北側で検出された。調査区を縦断する後世の攪乱の為、全容は不明である。検

出長は約 3mで西側肩部は削平されている。残存幅0。 3m、 深さ0.lmを測る。溝の東側肩

部付近から中世土器が出土した。

遺物は瓦器婉 (10)、 土師質土釜 (11)が出上した。

①

②

③

④

⑤

③
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拗

第47図 OSN SD刊 遺構実測図(V40)

第48図 OSN SD2遺 構実測図(V40)
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SDl・ 2出土遺物実測図
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第49図 OSN



13

/~1孔＼lが下隅て

第50図  OSN SK刊 ～3出土遺物実測図

(2)土 坑

[SKl](第 50図、図版21)

調査区の南側、SDlの 北側肩部で検出された。大半は後世の攪乱で削平され全容は判

明しないが、平面形は楕円形を呈する。規模は残存長径0。 4m、 短径0。 3m、 深さ0。 lmを

測る。

遺物は土師器の壷日縁部 (12)、 甕日縁部 (13)、 甕体部 (14)、 甑 (15)が 出土 した。

[SK2](第 50図、図版21)

調査区の北側、SDlか ら北に約 8mに位置する。土坑の中央は後世の攪乱で削平され

ている。平面形は不定形な楕円形を呈する。主軸方向はN-53° 一Wを示す。規模は残存

長径1.4m、 短径0,7m、 深さ0,lmを測る。

遺物は瓦器婉 (16)が出上した。

ESK3](第 50図、図版21)

調査区の北側、SK2か ら北に約 lmに位置する。土坑の東側は後世の攪乱で削平され

ている。平面形は不定形な楕円形を呈する。規模は残存長径 1。 lm、 短径0.5m、 深さ0。 2

mを測る。

遺物は瓦器婉 (17)が出上した。

(3)遺 物出土ピット

調査範囲が狭く建物を復元するまでには至っていないが、遺物を伴うピットが検出され

ている。

ES P l](第51図、図版21)

調査区の北側、SK2か ら西に約 lmに位置する。平面形は楕円形を呈する。規模は残

存長径0。 4m、 短径0,3m、 深さ0。 2mを測る。
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遺物は瓦器皿 (18)、 瓦器婉 (19・ 20)が 出上した。

(4)自 然流路

ENR l](第52図、図版21)

調査区の北側端で南西側の肩部が検出された。流路は北西に

振るようである。埋土はシル ト層が主で一部礫が混じる。規模

は深さ0。 9mを測る。

土師質皿 (21)、 土師質杯 (22)、

土師質土釜(30)な どが出上し

8

第51図 OSN SPl
出土遺物実測図

遺物は中世土器が主体である。

上師質塊 (23)、 瓦器現 (24～ 29)、

た。

1

(5)包 含層 (第53図、図版21)

包合層の出土遺物で実測できたの

は須恵器が主体で杯蓋 (31)、 壷脚部

(32)、 甦 (33)である。これら以外に

110gの鉄滓、中世土器、輸入陶磁

器の破片が出土した。

第52図 OSN NRl出 土遺物実測図

置 士 Ξ ± =1131て ≧ ≡ 墓 望 __ニ エ

翌 又3
第53図 OSN 包含層出土遺物実測図

4 まとめ

当遺跡はジョウノマエ・尾崎遺跡とは距離的に少し離れ、出土遺物から時期も相違する。

0          1∝ m
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なによりも古墳時代中期の遺構・遺物が出土している。土師器では布留式Ⅲの甕・高杯が

出上している。須恵器は少し時期が下がるようである。中世の出土土器は瓦器婉から尾上

編年Ⅲ-1・ レの時期で、ジョウノマエ遺跡とほぼ同時期のようである。

―- 38 -―



第 5節 菱子尻遺跡 (H S K90-2)

1 概略 (第54・ 55図 )

調査地は南海電鉄千代田駅の北側約

3∞ m、 塩谷川が東側を流れる標高■6

mの小丘陵の末端部に位置する。

当遺跡の既往の調査は当調査地の南

側約100mのボーリング場の建設時の

事前調査だけである。この時は位置的

に谷の部分であったことから、縄文 。

弥生 。中世の遺物を若干出土しただけ

であった。この為当遺跡についての全

容は把握されていない。

今回の調査地は、明治時代まで木戸 第54図 HSK 調査区位置図(1/5000)

F

第55図  HSK 遺構配置図(1/300)
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神社と神宮寺の大仙院が所在した場所であり、近世の遺構が存在する可能性があった。

調査は共同住宅建設に伴うもので調査面積約1000ば、実施期間は平成 2年 7月 23日 ～ 8

月31日である。

調査の結果、遺構の大部分は多数の不定形な土坑状の落ち込みで、性格の不明なものが

多い。直線に走る溝が 2条あり、他に遺物を伴う土坑状の遺構が検出された。

2 層序 (第56図 )

遺構は表上下約0.3～0.6mの地山面から検出された。

上であることから平均的に薄い。

A

表土から地山までの層厚は、丘陵

1185∽m

118100m
B

輛一Ｃ

轟難薄導韓韓華華駆

m81∞m
E

輛一Ｆ
① 表土
② 25Y8/3淡 黄色礫混じリシルト
③ ④と25Y8/6黄色ンルトのブロック土
④ 10YR 8/4浅黄橙礫混じリシルト(炭化物を合む)

25Y8κ 黄色ンル ト
25Y7/2灰黄色礫混じリンル ト
25Y74浅 黄色シル トと際、玉石のブロック土
25Y5/4黄褐色ンル ト

⑤

⑥

⑦

③

第56図 HSK 南西壁土層断面実測図(V60)

3 遺構と遺物

(1)溝

[SDl]

調査区の南西側辺の中央で検出され、調査区外か らN-60° 一Eの方向に真 っす ぐ走る。
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検出長は17.5m、 最大幅0.9m、 深さ0。 lmを測る。埋土は単層で明黄色礫混じリシル トで

あった。

実測可能な遺物は出土しなかった。

[SD2](図 版23)

調査区の南西側辺の北側で検出された。 SDlの 北側約16mを平行するように西側調査

区外からN-60° 一Eの方向に走る。検出長20.5m、 最大幅0,9m、 深さ0。 2mを測る。埋

土は上層がにぶい黄色礫混じリシル トであった。

実測可能な遺物は出上しなかった。

(2)土 坑

ES Kl](第58図、図版24)

調査区の南東側辺に位置し、一端は調査区外に広がる。平面形は不定形な楕円形を呈す

る。規模は長径2,3m、 短径1.6m、 深さ0,3mを測る。主軸方向はN-27° 一Wを示す。

遺物は白磁の仏飯具 (5)が図示できた。

[SK2](第 58図、図版24)

調査区の南側、 SKlの 北西約 6mに位置しSX2と 重複する。平面形は不定形な楕円

形を呈する。規模は長径0。 8m、 短径0,7m、 深さ0。 2mを測る。主軸方向はN-70° 一Wを

示す。

遺物は16弁の菊弁の軒丸瓦(6)が図示でき

た。

[SK3](第 57・ 58図、図版24)

調査区の中央部、SDlの 北約 7mに位置

しSX3と 重複する。平面形は不定形な楕円

形を呈する。規模は長径2.Om、 短径1.3m、

深さ0.2mを測る。主軸方向はN-45° 一Wを

示す。

遺物は土坑内から川原石と瓦類が出上し、

輸宝文の面戸瓦 (7)が図示できた。

ESK4](第 58図、図版24)

調査区の北側、 SX3の 北西端に接して検

出された。平面形は不定形な楕円形を呈する。

規模は長径1.8m、 短径1,4m、 深さ0。 2mを

測る。主軸方向はN-59° 一Eを示す。

遺物は土師質皿 (1～ 4)が図示できた。

簸♪述

第57図  HSK SK3遺 構実測図(1/30)
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-1
ヤ

査区外に広がる。規 〒

模は検出長軸■.2m、

短軸4.3m、 深さ0.4

mを測る。埋土は 5

層から成る。

遺構内からは瓦類

が出上 し、軒丸瓦

(14)、 軒平瓦 (15・

16)が図示できた。

くこ堅堅≡T二三≡ンク3

③ ①より粘上のプロックが多い層

① 10YR 8/8黄橙色礫混じリンルト

③ 101rR 6/6明 黄褐色礫混じリシルト

25Y5/2暗 灰黄色ンル トと浅黄色25Y3/4粘 土と礫・ 炭のブロック土
25Y8/6黄 色粘土

Y5

0                   10crn

第58図 HSK SKl～ 4出土遺物実測図

(3)そ の他

[SXl](第 61図、図版24)

調査区の南端、SKlの 西側約 3mに位置する。平面形は不定形を呈する。規模は長軸
6,3m、 短軸2.5m、 深さ0.3mを測る。

上坑内から出上した銅銭の寛永通費 (17)が図示できた。

ESX2](第 59・ 61図、図版24)

調査区の南端、SXlの 北側約 2mに位置する。平面形が不定形な落ち込みで南西側調
117800m

S

①

②

[SX3](第 60・ 61図、図版24)

調査区の中央部に位置し、北西端がSK4に 接する。平面形

は溝状の長楕円形を呈する。規模は長軸■ .9m、 短軸2.3m、

深さ0。 16mを測る。埋土は 2層から成る。上層は浅黄色礫混じ

リシル ト、下層は黄色粘土と明黄褐色シル トのブロック土である。

遺構内から出上した土師質皿 (11)、 土師質灯明皿 (12)、 陶器

第59図  HSK SX2遺 構断面実測図(1/40)
118000m

W                 E

① 25Y7/3浅 黄色礫混じリンルト
② 25Y8/6黄 色粘土と
25Y7/6明 黄褐色ンルトのプロック上

0                    1rn

第60図 HSK SX3
遺構断面実測図(1/40)
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ヤ 8

0

0                     20cm

孵 i

0               2crn

― 第61図  HSK SXl～ 4出土遺物実測図

の皿 (13)が図示できた。

ESX4](第 61・ 62図、図版24)

調査区の南西側辺中央部で検出され、西側調査区外に広がる。平面形は不定形を呈する。

規模は検出長軸11.6m、 短軸3.lm、 深さ0,2mを測る。埋土は 3層から成り、上層は浅黄

色礫混じリシル ト、中層は暗灰黄色シル トと浅黄色粘土と礫・炭のプロック上、下層は中

層より粘土のプロックが多い層である。

遺構内から出上した土師質皿(8～ 10)が図示できた。

①

②
　
　
③

25Y5/2暗灰黄色ンル トと25Y3/4浅黄色粘土

と礫・炭のプロック土

②より粘上のプロック上が多い層
0                          2m

4遺構断面実測図(1/40)第62図  HSK  SX

(4)包 含層 (第63図、図版24)

包合層からの出土土器は、破片が多く実測できたものは少な

かった。この為、図示できたのは土師質の皿 (18)のみである。

章
0         1Clcm

第63図 HSK 包含層出土遺物実測図

4 まとめ

調査地付近は、前述のとおり旧木戸神社とその神宮寺と思われる正雲寺大仙院の跡地で

ある。調査地は小学名と神社跡地との位置関係から、この正雲寺大仙院の跡地に比定され

る。

正雲寺大仙院は明治23年に松ヶ丘中町の松林寺に合併されている。元禄 5年 (1692)の寺

社改帳によれば「正雲寺 大仙院  桁行 7間半 梁行 4間  屋根 藁葺 四方庇 瓦

25Y7/3浅黄色礫混じリシル ト
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造」の規模をもっていた。この寺は、慶安 2年 (1649)に寺ヶ池の改修と新田の開発をした

この地の中村祐和大仙が出家して建立したものと伝えられている。

本調査では、上記寺院に対応する遺構の明確な性格を確認するまでには至っていない。

近世社寺の調査は今後の課題である。
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第 6節 市町東遺跡(I C H90-1)

紳 ミ
=�

/ /埓寮巧冨弓Ⅲ汗i
第64図  1

1 概略 (第64・ 65図 )

調査地は市町の石川の左岸の中位

段丘面上、標高105mに位置する。

遺跡は平成 2年 5月 の試掘調査で

発見された。

本調査は、共同住宅の建設に先立

ち平成 2年 9月 3日 ～ 9月 20日 に実

施した。行政上では市町397番地で、

調査面積は30ぱである。

今回は面積も少なく全容の判明す

るものは少なかったが、柱穴状のピッ

ト、土坑、更に集石遺構が見られた。

柱穴状のピットは一部直角に緊がり

建物になる可能性がある。

土坑内からは中世の上器が出上し、

集石遺構も同様の上器が出土した。

また、柱穴状のピットからは、土

器の出上はなく時代は確定できなかっ

た。しかし包合層中からは弥生時代

の甕 。壷などの上器の一部が出土し、

更に石器 (石包丁・不定形石器)も出

上していることから、弥生時代中期

の可能性もある。

CH 調査区位置図(1/5000)

第65図  ICH 遺構配置図 (1/60)
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2 層序 (第66図 )

調査区は宅地で、上層から現代の盛上、旧耕土、床上、そして包合層である褐色礫混じ

リシル トの層順となっていた。

il14 800m

B

床 土

7 5YR 4/4褐色礫混しリシル ト(包合層)

第66図  ICH 南西壁土層断面実測図(V60)

一
　

　

　

　

　

２ｍ

③

④

土

土

盛

耕

①

②

3 遺構と遺物

(1)掘 立柱建物

[SBl] (第67図 )

調査区の中央で一部検出された。桁行 1

間(2.3m)以上×梁行 1間 (1.9m)以上の建

物である。桁行方向はN-50° ―Wを示す。

柱穴の掘方は楕円形で、長径0,4m、 短径

0。 3m、 深さ0。 14mを測る。

遺物は出土しなかった。

(2)土 坑

[SKl](第 68図、図版25。 26)

調査区中央で SBlと 重複する。平面形

はやや不定形な長精円形を呈する。主軸方

向はN-32° 一Eを示す。規模は長径1.4m、

短径1.lm、 深さ0.2mを測る。

遺物は土師質皿(1・ 2)、 土師質婉 (3)

が実測できた。

(3)集 石遺構

[SUl](図版26)

調査区の東側壁に沿って検出された。遺構は検出長約 5m、

③
ｌ
ｌ
拭
Ｙ

第67図  ICH SBl遺 構実測図(1/60)

くここ三二正三再≡丑ジ
″
1

~2

第 68図  ICH

0         1∝ m

SKl出土遺物実測図
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検出幅は0.7mでその範囲



に最大径21cn× 12cn× 4 cm、 最小径2cn× l cn× l cnを測る玉石が敷かれたように詰まって

いた。主軸方向はN-26° 一Eを示す。

実測可能な遺物は出上しなかった。

(4)包 含層 (第69図、図版26)

中世土器や弥生土器の破片が小量出上した。遺物はサヌカイ ト製削器 (4)、 石包丁 (5)、

弥生時代中期壷日縁部 (6)が実測できた。

→

0

第69図  ICH 包含層出土遺物実測図

4 まとめ

市町東遺跡は、調査の結果から、弥生時代から中世にかけての複合遺跡である可能性が

高い。特に弥生時代の中期の遺跡は市内では塩谷遺跡と三日市遺跡しかなく、出上した土

器が中期でも中頃のものであり、石川流域の弥生時代の遺跡としては重要な位置を占める

と考えられる。

また、SUlは 中世以降の可能性が高く、調査地の東側に接して走る東高野街道との関

係が予想される。遺跡の範囲も市町の所在するこの合地一帯に広がる可能性が高い。
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所収遺跡名 所 在 地
コー ド

耳ヒ糸単 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡

譴
ョウノマエ遺

跡

河内長野市加賀田 27216 府120
河 91

34° 25″ 25′ 135° 34″ 25′ 1988,04.26

∫
1988,05,24

950∬ 国道371号線バ
イパスエ事に伴
う事前調査

おざきいせき

尾崎遺跡
かわちながの し か が た

河内長野市加賀日 27216 府
河

34° 25″ 29′ 135° 34″ 22′ 1987.12.02

|

1987.12.25

950ぽ 目道371号線バ
イパスエ事に伴
う事前調査

34° 25″ 30′ 135° 34″ 21′ 1993,04,01

|

1993.04.21

750ぱ ン

事

力
４

つ

ス

伴

ン

に

り

設

査

ソ
建

調

ガ

ド

一削
おきききたいせき

尾崎北遺跡
かわちながの し か が た

河内長野市加賀田 野216 ２７
鋸

府

河
34° 25″ 37′ 135° 34″ 19′ 1993.07.26

∫
1993.08.13

85ぱ 倉庫建設に伴う
事前調査

ひしこじりいせき

菱子尻遺跡
かわちながの し きどちょう

河内長野市木戸町 野216
６５

５４

府

河
34° 28″ 03′ 135° 34″ 06′ 1990.07,23

|

1990.08.31

1000ぱ 共同住宅建設に
伴う事前調査

いちちょうひがしいせき

市町東遺跡
かわちながのしいちちよう

河内長野市市町 27216 府125
河 96

34° 27″ 45′ 135° 34″ 51′ 1990,09,03

∫
1990.09.20

30ぽ 共同住宅建設に
伴う事前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

ジョウノマエ遺
跡

城館 中 世 ２

１０

２

物建柱一立
　
一戸

掘
溝
井

瓦器
土師質土器

尾崎遺跡 集落 古 墳
∫
中 世

４

５

１

物建柱一立
　
一戸

掘
溝
井

瓦器 瓦質土器
土師質土器
須恵質土器

平安時代の大型建
物を検出

溝
井戸

・４

１ 器
器
土
土
質
質

器
師
恵

瓦
土
須

尾崎北遺跡 散布地 古 墳 溝 2 土師器 須恵器
瓦器 土師質土器

菱子尻遺跡 散布地 縄 文
∫
中 世

溝 2 土師質土器 白磁
銅銭 瓦

市町東遺跡 散布地 生
世

弥
中

掘立柱建物
集石遺溝

弥生土器 石器
上師質土器

-48-
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S D18(東から)、 SD3(60)、 S D19(61)、 SE2(62～ 67)、 SK5(68・ 69・ 71・ 73)
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SKl(1～ 3)、 包合層 (4～ 6)



河由長野市潮跡調査会報�

ジョウノマエ遺跡・尾崎遺跡●尾崎北遺跡
。菱子―尻遺跡・ 市町東遺跡

199643月 31日発行

発  行   大阪府浦内長野市康哨 第-3

打内長野市 竜跡 1調
―
査会

0721-|ユー1111

印  刷  中 島 弘 文 堂 口 婦1所










